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ラス・カサス（1484～1566）の出自をめぐって
ラス・カサスは，記録者でした。しかし，ラス・カサス自身，とくに幼少
期の自分自身については書き残していません。
例えばそのよい例が誕生です。長いことかれの出生の日付は1474年８月？
とされて来ました。
岩波文庫で出版されたラス・カサス『インディアスの破壊についての簡潔
な報告』（以下「簡潔な報告」）に添えられた年譜でも「1474年８月，南スペ
インのセビーリヤに生る」，とあります。「簡潔な報告」が染田秀藤訳で翻訳
出版されたのは1976年です。
これは，後に染田さん自身の手で訂正されます。染田秀藤著『ラス＝カサ
ス』（清水書院1997年）の「ラス・カサス年譜」では「1484年８月？　スペ
イン南部　セビーリヤに生れる」とあります。
その間の事情は，同じ染田秀藤著『ラス・カサス伝』（岩波書店　1990年）
に語られています。
1474年説は，17世紀にラス・カサス伝を書いたドミニコ会士アントニオ・
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――クリストバル・コロンからバルトロメ・デ・ラス・カサスへ（２）――
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デ・レメサルのラス・カサス伝の記述に基くものです。「ラス・カサスは
1566年７月，9
・
2
・
歳で他界した」（傍点筆者）。
レメサル説は，20世紀になっても継承され，1974年には，ラス・カサス生
誕500年の記念行事が，スペインやラテン・アメリカで催されています。
その意味で「簡潔な報告」のラス・カサス年譜が，1474年説を採ってもい
たしかたありません。
また，1986年発行の『キリスト教人名辞典』（日本基督教団出版局）の
「ラス・カサス」が1474年説とするのもうなずけます（註・筆者は，出村
彰）。
しかし，1987年に発行され石原保徳訳『インディアス破壊を弾劾する簡略
なる陳述』（インディアス群書６　現代企画室）のラス・カサス年譜では，
「1984年セビリァに生まる」とあります。
生誕500年記念以後研究が進み，傍証から1484年説が推定されるようにな
ったと言えます。
その傍証は，ラス・カサスの『インディアス史』にみることができます。
『インディアス史』については，前号の「桃山学院大学キリスト教論集
39号」（82ページ）でも触れました。しかし，これから度々引用しますので，
再度触れておきます。
『インディアス史』は，言うまでもなくラス・カサスの主著の１つです。
1527年に執筆をはじめます。1559年にほぼ完成します。しかし，出版はひか
えます。1564年の書簡の中で，「時いたるまで刊行しないよう明示」します
（年譜関係は，石原保徳訳『簡略なる陳述』（以下石原「陳述・年譜」を参照
しました）。
日本で『インディアス』１が刊行されたのは1981年です。訳者長南　実，
解説増田義郎，岩波書店です。『インディアス』５が完結したのは，1992年
です。『インディアス』刊行の蔭にある編集者石原保徳の努力を見のがすこ
とはできません。原本は３巻本ですが，日本訳の際に５分冊にしました。１
冊約700ページ，計3,500ページの大作です。しかし，出版社，訳者，編集者
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の努力のお陰で，直にラス・カサスの声に接することができます。
なお，『インディアス史』引用は，『インディアス史』第１巻１章は，（『イ
ンディアス史』（１―１），第３巻157章は，（『インディアス史』３－157）と
省略します。
ラス・カサスの生年について『インディアス史』に傍証があります。
「いまや提督として認められたドン・クリストバル・コロンは，〔バルセロ
ーナの両王へ宛てた〕書状を飛脚便で発送すると，できるだけ身支度をとと
のえ，インディオたちを伴ってセビーリャから出立した。それまでの苦難を
経て生き残っていたインディオの数は七名で，その他のものはすでに死んで
しまったのである。筆者〔ラス・カサス〕もあの当時，それらのインディオ
をセビーリャで見たことがある」（『インディアス史』１―78）。
この記述は，1493年３月15日から４月初めの様子を記したものです。クリ
ストバル・コロン（以下コロン）は，1493年３月15日，サルテス港に入港し
ます。その後コロンは，約２週間ラ・ラビタの修道院でファン・ペレス司祭
とすごします。その間に書状をしたため，３月30日，両王からの返事がとど
きます。コロンがセビーリャからバルセローナに出発する時の光景を回想し
た記述です。
しかし，この時，ラス・カサスが何歳であったかは明記されていません。
傍証にはなります。1474年生れだと18歳，1484年だと８歳です。
わたしが読んだ限りでは，前にも触れましたが，「なぜ，1474年が1484年
に訂正されたか」を納得させる資料には出会いませんでした。もちろん日本
語文献に限られていますが。
ただ同じ著者のものが一方では1474年（「簡潔な報告」）であり，一方は
1484年（『ラス・カサス伝』『ラス＝カサス』）です。とくに「簡潔な報告」
は，1976年に第1刷が出され，1994年に第26刷が出されていますが，1474年
はそのままです。これでは，「簡潔な報告」しか読まない読者は，新しい研
究成果の1484年を知らないことになります。
年代にこだわる必要もないとの意見もありましょう。しかし，ラス・カサ
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スの生涯を考えるうえで，インディオを伴うコロンを何歳の時に目撃したか
は，重要です。
８歳にして植民者の夢をみたのか，18歳なのかは大きいからです。
また，ラス・カサス自身が，出生について明記しなかったことは，その生
涯とも深く関係します。それは，ラス・カサスの新キリスト教徒説です。改
宗者（ユダヤ教からの改宗キリスト教徒）としてのラス・カサス。これは，
コロンの家系図が，コロン自身からはじまるのとどこか似ています（註・
「桃山学院キリスト教論集　39号」83ページ参照）。
この点については，「簡潔な報告」年譜は「改宗者（ユダヤ系キリスト教
徒）の血をひく父ペドロ」と，ラス・カサスの新キリスト教徒との関係を示
唆します。しかし，一方では史料上確証がないと退けられています。
わたし自身は，ラス・カサスが新キリスト教徒の系譜にあったことに関心
を持ちます。
ここまで出自にこだわった理由は２つあります。８歳（1474年生れ）にし
て植民者の夢を持った少年ラス・カサス。いま１つは，新キリスト教徒の系
譜にこだわったラス・カサス。この２つの前提が，ラス・カサスの生涯を読
み解く１つの鍵に思えるからです。
コロンと多くの共通点を持ちながら，ある時から全く異なる道をなぜラ
ス・カサスは歩むことができたのでしょうか。
植民者ラス・カサス
「ひとびとは自分たちの目の前にいる立派な人物（註・コロン）が，
もう１つの世界を発見したという評判の当人であるのを見て，そして
またインディオたちや鸚鵡
ババガーヨ
や，その他たくさんの細工品や装身具，ま
た提督がむき出しのまま携えていた黄金製の品々など，かつて目にし
たことも耳にしたこともないようなものをいま目のあたりに見て，感
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嘆しない者は一人もなかった」（『インディアス史』１―78）。
８歳の少年ラス・カサスも感嘆した一人であり，やがて自分もコロンのよ
うな人物にと志したことは容易に想像できよう。
少年ラス・カサスの夢は，父ペドロ・デ・ラス・カサスがコロンの第２回
航海（1493）参加したことで，一段と現実味を帯びてきます。
第２回航海は，第１回航海の成功に基きカトリック両王が実施の裁断をく
だしたものです。短期間（約半年）でしたが，17隻の船が準備され，1500人
の植民者が参加しました。まさに本格的な植民地政策の第一歩でした。
父ペドロを乗せた船は，1493年９月，エスパニョーラ島に向けて出航しま
した。父ペドロは，植民者としての貢献をかわれ，インディオ一人を連れて
1498年帰国します。この時，ラス・カサスはインディオを間近かに体験しま
す。夢への第一歩です。1500年には，父ペドロと共にグラナダ，アルプハー
ラスにイスラム教徒蜂起弾圧のために出かけます。16歳です。ここにも植民
者としてのラス・カサスの顔が見え隠れします。アルプハーラスの経験は，
その後のインディオへの対応の中でも生きています。キリスト教の絶対化で
す。新キリスト教徒として旧キリスト教徒への忠誠心の証としてイスラム教
徒弾圧に参加したと読むのは，言いすぎでしょうか。
1502年，少年の夢がいよいよ適えられる時がきました。
コロンは，第２回航海，第３回航海の２回にわたりインディオの統治と植
民者の管理に失敗します。その結果，カトリック両王は，「サンタ・フェ協
約」（1493）を一方的に破棄します。コロンの提督解任です。
新しい総督には，ニコラス・デ・オバンド（1451頃～1511）が任命されま
す。
オバンドは，1502年，32隻の船と2500人の植民者を引き連れ，エスパニョ
ーラ島へと出発します。その植民者の中に若きラス・カサス（18歳）がいま
した。植民者ラス・カサスの誕生です。
ラス・カサスが植民者の一人に選ばれたのは，父ペドロが植民者であった
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こと，またラス・カサス自身が父ペドロと共にイスラム教徒弾圧に貢献した
こととも無関係ではないでしょう。
さて，植民者コロンがエスパニョーラ島で何をしたかは，『インディアス
史』から想像できます。
『インディアス史』第２巻は，その梗概で「第２巻は1501年から始まって，
1510年の終わりまでの，10年間にわたる歴史をふくむことになろう」と述べ
ています。
植民者ラス・カサスの誕生と同時期です。また，第２巻の主人公は，アル
カンタラ騎士修道会に所属し，ラーレスの受勲修道騎士（ラーレスのコメン
ダドール），後には騎士修道会副会長（コメンダドール・マヨール）と呼ば
れたドン・フライ・ニコラース・オバンドです。
第２巻は，オバンドとその植民者が，エスパニョーラ島で何をしたかが詳
細に記述されています。見方を変えれば，オバンドの植民地政策批判の書で
す。それは同時にラス・カサス自身への告発とも言えます。この告発があっ
て，次に取りあげるラス・カサスの回心の重要さが理解できます。
さて，第２巻は，提督コロンを引き継ぎ，オバンドが総督として来島する
までの提督代行コメンダドール・ボバディーリャたちのなした行為の記述か
らはじまります。
たとえばこんな記述があります。
「彼ら（註・スペイン人キリスト教徒である植民者）はインディオ
たちにずっと奉公させ，いろいろの仕事をさせたその報酬として，こ
れら哀れな人たちに対してどんな取り扱いをし，どんないたわり方を
したかといえば，鞭や棒でもってさんざん打ちのめすだけで，彼らの
口からは“犬”ということばしか聞かれなかった。願わくは神の思し
召しにかなって，彼らが自分たちの犬どもを扱うごとくに，これらの
哀れな人たちを扱ってもらいたかった。なぜならば，彼らはたとえ
1000カステリィーノをもらっても，一匹の犬を殺すつもりはなかった
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であろうし，その反対に，気が向けば暇つぶしに，剣の威力がどれだ
けか切れ味を試すために，10人や20人のインディオは，まるで猫を殺
すよりも軽い気持ちで斬り殺してしまったからである」（『インディア
ス史』２－１）。
この件は，第二次大戦中の日本軍の兵士が中国や東南アジアさらには沖縄
の人々に行ったことと重ります。
しかし，ラス・カサスも回心以前は，これらスペイン人キリスト教徒と軌
を一にしていたのです。次のようなコメントは，1514年の回心以後の心境で
あることも否定できません。
「この島のひとびとは（上に述べてきたように）これらの，そして
これらと似た他のさまざまの，人間の仕業ではなくて，人間の皮をか
ぶった悪魔どもの仕業に苦しみ耐えていた。それというのも彼らはあ
まりにも温順，あまりにも謙虚であって，そのがまん強さにおいては，
かつて他に類例を見ないほどだったからである」（『インディアス史』
２－１）。
回心前のラス・カサスのインディオ観は，決して次のようなものから自由
ではありませんでした。
「島民たちの生来の善良さと温和さ，従順さと純朴さを，破壊者た
ちはうまく逆用してそうした罵詈讒謗をおこない，そのように島民を
蔑視し，畜生のごとく悪宣伝し，強奪，苦痛をあたえ，破壊しつくし
たのであって，それというのも，エスパーニャ人（註・スペイン人キ
リスト教徒）にとってインディオなどは全く眼中になく，まるで広場
にちらばる牛馬の糞と同じであって，それ以上の何ものでもなかった
からである」（『インディアス史』２－１）。
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このインディオ観にたって1503年から1505年にかけてラス・カサスは，オ
バンド指揮下で，「インディオ征服」を行いました。
インディオ征服の指揮官の人となりをラス・カサスはこう紹介していま
す。なぜ，受勲修道騎士が，こうも簡単に変節できるのでしょうか。
「この修道騎士（註・オバンド）はたいへん思慮が深く，大勢のひ
とびとを治めるにふさわしい人物であったが，ことインディオを治め
・・・・・・・・
る点について言えばそうではなかったのである
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（傍点筆者）。それとい
うのもあとで明らかになるように，彼の統治によってはかり知れぬほ
・・・・・・・・・・・・・・・
どの害がインディオたちに加えられたからである
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（傍点筆者）。この人
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「イエス・キリストの貧しい人々を守る
人こそ、神に仕える人です」。隣人愛を
実行するインディオ。
図１〔註〕
の背丈は中位で，あごひげは濃い金色と朱色であった。非常に威厳が
そなわっていて常にそれを示しており，すこぶる正義漢であった。人
柄は清廉潔色であり，その言動において強欲と貧婪を嫌悪していた。
また，謙虚ということはいろいろの美徳に一段と輝きをあたえるもの
であるが，彼はそれをもあわせ持っていたと思われる」（『インディア
ス史』２－３）。
このオバンド観は，ラス・カサスの伝聞ではなく，経験からの発言です。
だからラス・カサスは，インディオ征服についてこうも書き残しています。
「島の或る地方でインディオたちが反乱を起こしているので，彼らを大勢
つかまえて奴隷にすることができるから」反乱を歓迎するというのです。ラ
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インディオの不倶戴天敵。哀れなイン
ディオを苦しめるスペイン人を７種類
の動物に譬える。
図２
ス・カサスは続けます。
「私は自分のこの耳でこうしたことばを聞いたのであるが，それと
いうのも私は右の航海のときに，ラーレスの受勲修道騎士（註・オバ
ンド）と一緒にこの島に渡って来たからである。このようにエスパー
ニャ人たちは，インディオたちが反乱を起こしていることを，良い知
らせであり喜びの種であるというように考えていたのであった。つま
りそれを口実にしてインディオに戦争を仕掛けることができるし，そ
の結果，彼らを捕えてカスティーリャへ送り，奴隷として売り渡せる
からであった」。（『インディアス史』２－３）。
事実，ラス・カサスも征服戦争に参加することによりインディオの一人を
奴隷として持つことができました。
「こうした残忍な殺戮（註・わら草と木材の炎につつまれて生きた
まま焼かれ，灰燼に帰された人，子どもを槍で突き刺す，キリスト教
徒たちに並みなみならぬ奉仕をしたインディオの身分の高いアナカオ
ナ女王を縛り首にする等々）をまぬかれた若干の人たちは，エスパー
ニャ人からのがれるために，彼らの小舟，すなわちカノーアに乗って，
そこから８レグア離れた海上にあるグアナボという小島へ渡って行っ
た。それらのインディオたちが命からがら逃げ出したことを理由に，
コメンダドール・マヨール（オバンド）は，彼ら全員をエスパーニャ
人の奴隷にするという裁きを下した。私自身も，このようにして分配
されたインディオの一人を奴隷として持っていた」（『インディアス史』
２－９）。
コメンダドール・マヨールと部下のエスパーニャ人（註・その中に植民者
ラス・カサスも入っていた）たちは，インディオたちが謀反を起こし，エス
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パーニャ人たちを殺害しようとしているとの噂を流し，インディオに戦争を
仕掛け，インディオを奴隷にしていたのです。このようにして少年ラス・カ
サスの植民者としての夢は実現したのです。
ラス・カサスはまた，1505年，サオーナ島でくり広げられたインディオ殺
戮にも言及しています。これはまさにラス・カサスの目撃証言です。
「司令官は彼ら（註・主立ったインディオの首長数人）を火あぶり
の刑に処するよう命じた。それらのインディオの数はたしか４人だっ
たとおもうが，そのうちの３人については，疑いの余地がない。彼ら
を焼き殺すためにエスパーニャ人たちは，４本か６本の股木を地面に
立て，肉を焼く鉄網状に棒を何本かさしわたし，その上に木の枝を編
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十字架を持っていないスペイン人と十
字架を手にしたインディオ。
図３
むようにして寝台をつくり，カシーケ（註・さきの首長のこと）たち
をこれにしっかりと縛りつけた。下のほうから火をいっぱいつけて，
やがて燃えはじめると，異様な叫び声が発せられた。その声のすさま
じさは，たとえ畜生でもっても聞くに耐えられぬほどのものであった，
と私にはおもわれる」（『インディアス史』２－17）。
そして，ラス・カサスはこう結んでいます。「私はわが滅ぶべき肉体のこ
の２つの目でもって，その光景の一部始終を見たのである」。
以上のような殺戮によって，「この島の人口は無数ということであ
ったが，コメンダドール・マヨール（オバンド）が統治していたその
８年という歳月のうちに，10分の９の人口は消滅した」（『インディア
ス史』２－14）。
これらの事実を犯罪とラス・カサスが認識したのは，約10年後のことで
す。
ラス・カサスの回心
ラス・カサスに1514年の回心がなければ，ラス・カサスもまたコロンや他
のスペイン人キリスト教徒と同じ生涯を送ったことでしょう。
1506年，ラス・カサスは，唐突に司祭職を得るためにセビーリアへ帰国し
ます。なぜ，司祭職に就く決意をしたのかは，出自同様残された資料からは
推察できません。
1506年の司祭職のための帰国は，1514年のラス・カサスの回心とは直接関
係しません。それは，その後のエスパニョーラ島でのラス・カサスの軌跡が
証明します。
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年譜（石原「陳述・年譜」）によって1514年までを整理すると次のように
なります。
＊
1507年 ローマにて司祭職を得る。年末，サント・ドミンゴ（註・エスパ
ニョーラ島）へ帰着
1508年 所領ハニーケの農場経営と，ベガでの鉱山採掘をつづける
1509年 新総督ディエゴ・コロン（註・総督オバンドが退任し，クリスト
バル・コロンの実子ディエゴ・コロンが新総督に任命された）を迎えにサン
ト・ドミンゴへ。
1510年 農場と鉱山の経営つづく。ベガ・デ・ラ・コンセプシオンで最初
のミサ。
1511年 ベガと，ハニーケでの生活続く。12月，サント・ドミンゴで，ド
ミニコ会士モンテシーノスの植民者告発の説教。
1512年 キューバ征服中のベラスケスより従軍司祭として参戦を求められ
る。キューバ，カマグエイ地方のカオナ村でスペイン軍による大虐殺に立ち
あう。
1513年 キューバ征服参加続く。
1514年 征服参戦の功によりハグア港に近いカナレオの地とインディオの
「分配」を受く。サンクティ・スピリトゥスの町でミサ。インディオをベラ
スケスに返上し，「分配」反対の旗幟を鮮明に示す。説教で自らの立場を公
表。
＊
一般にラス・カサスの第１回目の回心と言われるものの内実は，「インデ
ィオをベラスケスに返上し，「分配」反対の旗幟を鮮明に示し，それを説教
で公表した」ことです。端的に言えば，植民者の立場またその特権を放棄し
たのです。1514年８月15日が，その日です。
ラス・カサスは，1507年，ローマで司祭職に叙階されても植民者の立場は
放棄しませんでした。叙階以前と同様，インディオを使役し，農場経営と鉱
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山発掘を続けたことは年譜の物語る通りです。
ラス・カサスの歩みは，植民者，ときどき司祭と言っても過言ではありま
せん。むしろ植民者の立場は，従軍司祭としてキューバ征服戦争参加により
強化されたともいえます。
ラス・カサスは，キューバ征服戦争参戦の功で「土地とインディオの分配」
に与っています。しかし，参戦は，第１回回心の一要因でした。
ラス・カサスの回心は，決してある日突然にやって来たのではありません。
徐々にやって来たといえましょう。次の３つの要因からなると考えられま
す。
１つは，1511年のモンテシーノスの説教。２つ目は，キューバ征服戦争。
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ポマが非難の槍玉にあげた神父の一人。
メルセード会士マルティン・デ・ムル
ーア，インディオを虐待。
図４
３つ目は1514年の聖霊降臨祭の準備の段階で起ったことです。
カトリック両王の植民地政策には２つの大義がありました。第１は，イン
ディオのキリスト教化であり，第２は，富でした。南米の解放の神学者Ｇ・
グティエレスのことばを借りれば「神も黄金も」と言うことになります。
しかし，グティエレスも指摘するように，16世紀のインディアスでは，神
は建て前で，黄金が本音でした（参照　Ｇ・グティエレス『神か黄金か』岩
波書店　1991年刊―ただし原題は「16世紀インディアスの神あるいは黄金」
とも「16世紀インディアスの神は黄金」とも読めます）。
その証拠にコロンが，新大陸に到着したとき，黄金に注目したことはすで
に指摘しました（「桃山学院大学キリスト教論集39号」92～93ページ）。
確かに植民地政策の中でスペイン人キリスト教徒には，エンコミエンダ制
（信託）としてインディオを手元におくことが許されました。それは，イン
ディオをキリスト教徒にする義務のためでした。それに伴い，インディオの
使役が認められていました。しかし，スペイン人キリスト教徒の場合，こと
は逆転していました。使役―奴隷労働の優先でした。
カトリック両王は，建て前上はインディオのキリスト教化をうたい司祭を
エスパニョーラ島へ送り出しました。
「宗教人では，聖フランシスコ会の修道士12名が来島した（註・1502
年）。アロン・デ・エスピナル師という名の高位聖職者も一緒であり，
彼は敬虔で尊敬すべき人物であった。聖フランシスコ会は，そこに定
住するという明確な目的をもってこのとき来島したのである」（『イン
ディアス史』２－３）。
フランシスコ会に続き，1510年には，ドミニコ会士たちが，エスパニョー
ラ島に来ます。
「このころ，すなわち1510年の，おそらく９月のことであったと思わ
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れるが，神の摂理は聖ドミンゴ（ドミニコ）修道会を，このエスパニ
ョーラ島へ導き入れ給うた。あの当時，この島は闇にとざされており，
その闇はやがてインディアスの全域をおおい，その暗さを一段と増そ
うとしていた。右の修道会の導入は，そうした暗闇に一すじの光明を
あたえるものであった」（『インディアス史』２－54）。
このときドミニコ会は，３人の司祭を送り出しました。目的は，ドミニコ
会の強化拡大，そして人間の霊魂の救済と向上に尽すためでした。責任者に
フライ・ペドロ・デ・コルドバ。あと２人は，ドミニコ会の厳格さを愛し，
非常に敬虔な説教師フライ・アントニオ・モンテシーノスと精神界のことに
よく通じ，学問もあり敬虔な修道士フライ・ベルナルド・デ・サンクト・ド
ミンゴでした。
フランシスコ会が来島して既に８年もたっていましたが，司祭たちは，ス
ペイン人キリスト教徒やインディオに積極的にミサへの参加やキリスト教徒
として生活することを呼びかけていませんでした。その一端をラス・カサス
は紹介しています。
「このエスパニョーラ島では島じゅう（つまりすべてのエスパーニ
ャ人が，という意味であるが），キリスト教徒としての習慣を守らず，
とりわけ教会の定めた大斎と小斎にそむいていた」（『インディアス史』
２－54）。
これは，間接的には，この時代のラス・カサス自身の自己批判です。回心
への前提です。
インディオたちもドミニコ会士たちが来島してはじめて教会に集り説教を
聞きました。
「インディオたちはそのような説教を，いやそのほかのどんな説教
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にせよ，一度も耳にしたことがなかった。それというのも，神の御こ
とばを聞く機会もなしに，それ以前にみな死んでいったので，右のイ
ンディオたちにとっても，また島じゅうのどのインディオにとっても，
長い年月の末におこなわれた最初の説教がこれだったからである
（註・コルドバ司祭の説教）。それは傾聴し注目するに価するような，
たんにインディオたちだけでなく，エスパーニャ人たちにとっても大
きな教訓を得ることのできるような，じつに見事な説教であった」
（『インディアス史』２－54）。
このような状況の中で語られた1511年のモンテシーノスの説教が島じゅう
とくにスペイン人キリスト教徒に衝撃をあたえたことは想像に難くありませ
ん。
この説教は，ドミニコ会士たちが，討議した末にまとめられたもので，修
道士たち一同が署名したものです。説教の題は，ヨハネ福音書１章による
「荒野ニ叫ブモノノ声，ソレハ私デアル」。ときは，12月の第３主日でした。
「この島のエスパーニャ人たちは，いまや人間的な感覚を完全に喪
失し，常に大罪を犯しつづけ，そのままの状態で死んでゆくにもかか
わらず，それに気づかないのであるから，いかに大きな地獄墜ちの危
険に身をさらしていることであろうか，と。………さあ，皆さん，答
えなさい，あなたがたは一体いかなる権利，いかなる正当性をもって，
これらのインディオを，かくもみじめな，かくもおぞましい奴隷の状
態で所有しているかを。……さあ悟りなさい，このような状態のまま
では，イエズス・キリストの信仰をもたず，もつことを望まぬモーロ
人（註・イスラム教徒）やトルコ人と比べても，彼ら以上にあなた方
はみずからの霊魂を救うことは絶対に不可能なのだ」（『インディアス
史』３－４）。
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この説教を聞いたスペイン人キリスト教徒は，誰ひとりとしてこのとき悔
い改めなかったとラス・カサスは言っています。ラス・カサス自身は，この
ミサに参加しておらず，この『インディアス史』の記述は，後に聞いてまと
めたものと思われます。
島では，ドミニコ会士追放運動まで発展します。スペイン人キリスト教徒
は，フランシスコ会士の仲介で，スペイン本国に説教の取り消しを求めまし
た。ドミニコ会本部は，ことの重大さに驚き，コルドバ司祭たちの動きを抑
えにかかったのです。
しかし，この説教は，ラス・カサスにはボデーブローのように後日きいて
きます。これが，回心の第１の要因です。
第２の要因は，キューバ島に従軍司祭として参戦したときの出来事です。
1512年，28歳のラス・カサスは，ベラスケスの要請で参戦します。そこで
ラス・カサスが目撃したことは次の通りです。
「突然，一人のエスパーニャ人が，きっとこの瞬間悪魔が乗り移っ
たとしか考えられなかったが，自分の剣を抜きはなったのである。そ
れにつづいて100人の者が全員剣を抜いて，なんの警戒心もなくそこに
しゃがみ込んで，エスパーニャ人たちと雌馬どもを恐ろしそうに見物
していた親羊と子羊のようなインディオたちを，老若男女の区別なく
腹を切り裂き突き刺して，殺戮しはじめたので，ほんのちょっとの間
に，その場に居合わせた者のうちただの一人も生き残らなかった」
（『インディアス史』３－29）。
別の証言でラス・カサスはこうも言っています。
「ある一人の悪逆無道なスペイン人のせいで，200人以上のインディ
オが縊死したことがあるが，この張本人を私はよく知っている。……
この島に私が居合わせた３，４ヶ月の間にも7000人以上の幼な子が餓
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死していった。父親や母親が鉱山へ連行されていったからである。他
にも私は魂の凍るような出来事をいくつも目撃している」（石原訳『簡
略なる陳述』45ページ）。
ラス・カサスは，『インディアス史』や『陳述』を読む限り，この残虐行
為を座視してはいませんでした。しかし，個人の力では，もう防ぎようもな
かったことがわかります。回心へとさらに一歩前進です。
ラス・カサスは，キューバ島で衝撃を受けたとは言え，その後の日常生活
が急変したわけではありません。平日は，相変らずインディオを働かさせ利
益をあげていました。
「彼（ラス・カサス）はクーバ島の遠征にずっと参加していて，そ
の島の大部分を安定させるため，また，多数のインディオを殺戮から
救い出すために，非常に力を尽くし功績があったので，その報いとし
てディエゴ・ベラスケスは，彼に対して，ハグァ港の近くの或集落に，
ずいぶん大勢のインディオを分配してやった」（『インディアス史』
３－32）。
さらにラス・カサスは続けます。
ベラスケスは，ラス・カサスに大きな集落を分配してくれたので，
「神父
マ マ
（ラス・カサス）はインディオを使役して農場の仕事を開始
し，またインディオの一部を鉱山の仕事に投入した。神父の主たる職
務は言うまでもなく，インディオたちに教義を説くことであるべきな
のに，そうした職務に対してよりも，農場や鉱山の事業にずっと関心
を示したのである」（『インディアス史』３－32）。
ラス・カサスが，1514年８月15日，インディオを解放すると公表するまで
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の苦悩した日々は，『インディアス史』第３巻第79章に詳述されています。
ラス・カサスは，公表に先だち総督ディエゴ・ベラスケスを訪ねます。
「そこである日，司祭（ラス・カサス）はディエゴ・ベラスケス総
督を訪れ，司祭自身と統治者自身（総督），またその他の人々がいまい
かなる状態に置かれているかについて，自分の考えていることを述べ，
このままの状態では何びとも救済されることは不可能であろうと断言
し，その危険から抜け出して，司祭としての職務を履行するために，
そのことに関して説教を行なう所存であり，ついてはインディオたち
を手放し総督にゆだね，今度は二度と彼らを引き受けることはしない
決意である，と告げた」（『インディアス史』３－79）。
総督は，前代未聞のことばを聞いて驚きあきれかえりました。しかし，ラ
ス・カサスは総督の引きとめにも応じず，８月15日，聖母被昇天の祝日に説
教の中で公表し，実行に移しました。
ラス・カサスがここに至るまでには，いくつかの過程があります。その１
つは，ラス・カサス自身が言うように「エスパニョーラ島にいた当時，聖ド
ミンゴ会の修道士たちが説教するのを耳にし，その事を実際に体験したのが
役に立ったのであった」のです。
いま１つは，「集会の書」第34章のことばです。『インディアス史』の引用
は，ラテン語からです。「不正ニ得タルモノヲ神ノ犠牲
イケニエ
トスル人ノ，奉納物
ハ汚レテイル」（『インディアス史』３－79）。新共同訳（日本聖書協会）でそ
の一部を紹介します。「集会の書」はカトリック教会では正典扱いですが，
プロテスタント教会では「旧約聖書続編」として扱われています。
＊
ラス・カサスが引用したのは，「集会の書」（シラ書）第34章21～27節まで
です。
21不正に得たものを，いけにえとして，献げるなら，その献げ物は汚れた
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物である。
22不法を行う者の献げ物は，主に喜ばれない。
23いと高き方は，不信仰な者の供え物を喜ばれず，どれほどいけにえを献
げても，罪は贖われない。
24貧しい人の持ち物を盗んで，供え物として献げるのは，父親の目の前で
その子を殺して，いけにえとするようなものだ。
25貧しい人々にとって，パンは命そのもの。これを奪い取るやからは，冷
血漢だ。
26隣人の生活の道を奪う者は彼を殺すようなもの。
27日雇い人の賃金を巻き上げる者は，人殺しだ。
＊
この「集会の書」第34章は，『インディアス史』の中では，他に二度引用
されています。
１つは，ポルトガル人が，イスラム教徒（モーロ人）を捕虜にし，その一
人を修道院に送ったことへの批判として引用されています（『インディアス
史』１－24）。ポルトガル人は，「集会の書」第34章を「情けないことに，知
らなかったのである」と批判しています。
いま１つは，スペイン人キリスト教徒批判のくだりで引用されています。
「なんの罰をも受けるに価しない無辜の民を殺害し，強奪し，捕獲
し，攪乱し，イエズス・キリストの誉れをきづつけ…（中略）…セビ
ーリアにある聖母の御堂へ献納するために，宝物をお送りしよう，と
願掛けをしたけれども，こうしたことは神と聖母にとって喜ばしい献
げ物であっただろうか，と。アンシーンは，「集会の書」（の第34章）
にしるされているつぎのことを，知らずにいてはならなかったのだ」
（『インディアス史』２－63）。
ラス・カサスは，「集会の書」第34章21－27節に出会うことにより，回心
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し新しい歩みをはじめました。
それは，少年の夢を立ち切ることでした。
新しい夢に生きる第一歩を踏み出したと言えましょう。終生植民者として
生きたコロンとは全く別の道に踏みだしたのです。
ラス・カサスは，旧キリスト教徒を自称するスペイン人キリスト教徒と決
別し，旧キリスト教徒の目におびえる新キリスト教徒ではなく，ことばの真
の意味で新キリスト教徒になったのではないでしょうか。
30歳からの新しい出発です。
（未完）
〔注〕
図１～４の作者はいずれもワマン・ポマ（16Ｃ～17Ｃのペルーのインディオ出身）。
出典はワマン・ポマの『新しい記録と良い統治』の絵で，『アンデスの記録者ワマ
ン・ポマ』染田秀藤・友枝啓泰著・平凡社・1992刊より。
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